
仕 様 書 
１ 業務名 
  学校給食廃油回収業務(その１) 
 
２ 業務内容 

学校給食で使用した食用油の廃油について、適切に回収し、再資源化して適正に処理を行うも
のとする。 

 
３ 業務実施方法 
（1）学校から回収依頼を受け、速やかに回収すること。その際の回収は廃油の入った容器ごと回

収すること。なお、回収する容器（18ℓ 缶）には概ね 14ℓ 以上の廃油が入っているものであ
ること。 

  （2）回収した廃油は、再資源化して適正に処理を行うこと。その際に生じる残渣や容器において
も、適正に処理すること。 

（3）回収日は、祝日及び学校休業日を除く月曜日から金曜日までとする。 
（4）学校からの回収時間は、原則午後１時 30 分から午後４時 30分までとする。 
  ただし、学校の指示による場合はこの限りではない。 

 
４ 回収予定缶数 
  18ℓ 缶 概ね 5,530 缶程度の予定 
 
５ 業務実施時間 
    契約締結日から令和８年３月 31 日まで 
 
６ 業務実施場所 
    別紙のとおり 
 
７ 作業の確認 

（1）各学校から学校給食用廃油を回収する毎に、別添の学校給食廃油回収業務管理票を使用す
ること。 

（2）各学校において作業完了後、学校給食廃油回収業務管理票に必要事項を記入のうえ、学校
職員より数量等の確認を受けること。学校用については学校に渡すこと。学校給食廃油回収
業務管理票は学校、受託者、委託者でそれぞれ一部ずつ保管する。 

 
８ 提出書類 

（1）業務完了届 
（2）月別集計表  
（3）業務報告書 
※ 上記３点については、毎月の提出を必要とする（月締め、翌月５日まで）。 

（4）廃油の回収から再資源化までの行程計画書を提出すること。契約にあたり別途指示する。 
 
９ 売払代金 
  各月毎に契約単価に回収した缶数を乗じた金額を請求する。 
  ※４、８、１月については回収缶数が少ないため、翌月分とまとめて請求する。 
 
10 遵守事項 

（1）業務の実施にあたり、事故防止に十分注意を払うこと。特に学校構内及び学校周辺におい
ては、児童生徒に最大限の注意を払い、事故防止に努めること。 

（2）給食室を汚染しないよう、給食室に入る場合は、清潔で安全な履物を持参し、履き替えて
から出入りをすること。 

 (3) 業務の実施にあたり、必要な器具類については、学校の物を使用することがないように準
備すること。 

（4）消防法など業務上関連する法令を遵守すること。 
（5）その他、この仕様書に定めのない事項については、別途協議のうえ、その指示に従うこと。 

 
                      担当：札幌市教育委員会生涯学習部学校給食課給食係（211-3833） 


